
5⽉第 2週の礼拝説教 
■⽇ 時：2026 年 5 ⽉ 10 ⽇（⽇）10：30〜11：30 復活節第 6 主⽇ 
■説 教： 保科けい⼦牧師 
■聖 書：新約：ヨハネによる福⾳書 16 章 12〜24 節（新約 P200〜201） 
■説教題：「 真理の霊が来ると 」  
■讃美歌：10 （ 今こそ⼈みな たたえ歌え。） 

    341（ 来たれ聖霊、わが主。） 
 
既に何回かお話ししたことの繰り返しになりますが、ヨハネによる福⾳書の１３章から１７章には、

主イエスと弟⼦たちとの、いわゆる「最後の晩餐」の出来事が記されています。主イエスがどのような
思いでこの晩餐の席に着かれたのかが、１３章１節に語られています。「さて、過越祭の前のことである。
イエスは、この世から⽗のもとへ移る御⾃分の時が来たことを悟り、世にいる弟⼦たちを愛して、この
上なく愛し抜かれた」。つまり、⼗字架の死と復活によって、この世を去って⽗なる神のもとに⾏く時が
いよいよ来たというのです。そのことをはっきりと意識しつつ、主イエスは弟⼦たちと最後の⼣⾷をと
られたのです。その中で主イエスは、「⽗なる神のもとへ⾏ったなら弁護者を遣わして下さる」というこ
とを繰り返し語られました。その中でも有名な約束のみ⾔葉は１４章１６節から１８節です。本⽇の聖
書箇所とも深くかかわっていますので読んでみます。「16 わたしは⽗にお願いしよう。⽗は別の弁護者
を遣わして、永遠にあなたがたと⼀緒にいるようにしてくださる。17 この⽅は、真理の霊である。世は、
この霊を⾒ようとも知ろうともしないので、受け⼊れることができない。しかし、あなたがたはこの霊
を知っている。この霊があなたがたと共におり、これからも、あなたがたの内にいるからである。18 わ
たしは、あなたがたをみなしごにはしておかない。あなたがたのところに戻って来る。」また、１４章の
２６節にも「しかし、弁護者、すなわち、⽗がわたしの名によってお遣わしになる聖霊が、あなたがた
にすべてのことを教え、わたしが話したことをことごとく思い起こさせてくださる」とあります。これ
らの箇所から、この弁護者とは誰であり、何をして下さるのかが分かります。この弁護者は、「真理の霊」
であり、「聖霊」です。⽗なる神のもとに⾏かれた主イエスに代って、聖霊が、弟⼦たちにそして信仰者
に遣わされるのです。それによって教会がこの世に誕⽣し、今⽇まで歩んできたのです。使徒⾔⾏録の
2 章にペンテコステの出来事が記されていますけれども、実はヨハネによる福⾳書においても、そ
の出来事がすでにこの主イエス・キリストの御⾔葉によって語られているということができると思
います。私たちが主イエス・キリストを信じてその救いにあずかり、教会に連なって⽣きているのは、
この聖霊の働きによることと考えられるのです。 
 
 ところで、私が教会に⾏き出した頃のことを思い出してみますと、キリスト教については⾼校の世界
史で学んだこと以外にはほとんど知識がありませんでした。やがて、受洗準備会などで新約聖書を開き
ながら、主イエスや⽗なる神について教えていただくにつれて、なんとなく分ったような気がしました。
けれども、主イエスの復活と「聖霊」については、⾃分⾃⾝で納得して信じることができませんでした。
また、洗礼を受けるまでに新約聖書全体を通して読んでみることを勧められたのですが、マタイによる
福⾳書の最初の⼈の名前の羅列に躓き、福⾳書の中で最後のヨハネによる福⾳書は、理解しがたい理屈
を繰り返し語っているように思えて、あまり真剣に読むことをしませんでした。ただ⼀⾔、牧師が語る
「あなたがたがわたしを選んだのではない。わたしがあなたがたを選んだ。」という１５章１６節の御⾔
葉だけが⼼に残りました。先週１週間は、⽇本基督教団の聖書⽇課で選ばれている本⽇の聖書箇所を繰
り返し読んでいたのですけれども、５０年以上前のその頃のことを思い出したぐらいですから、なかな
か、本⽇の聖書箇所が私⾃⾝の中に御⾔葉として⼊ってきませんでした。⾃分⾃⾝で好きな聖書箇所や



納得して説教できる箇所を取り上げないと決めて、⽴川教会での４年間の説教をしてまいりましたけれ
ども、そのことの良さは逆説的ですけれども、⾃分⾃⾝で選ぶのであれば本⽇のような聖書箇所は取り
上げないだろうということです。そういうわけで、私の内に御⾔葉が素直に⼊って来ないので、仕⽅な
く丁寧に読むことになりました。 
 
 そのような状況で１６章の１２節を何度も読みました。そうすると、「⾔っておきたいことは、まだた
くさんあるが、今、あなたがたには理解できない」と前置きをしながら、主イエスがこれから起こるこ
とについて弟⼦たちにお語りになったことが、私⾃⾝のこととして響いて来ました。では、いつになっ
たら理解することができるとおっしゃっているのでしょうか。１３節で、「しかし、その⽅、すなわち、
真理の霊が来ると、あなたがたを導いて真理をことごとく悟らせる」と⾔われています。「真理の霊」と
⾔われている「真理」という⾔葉は名詞が⽤いられていますが、１５章１節の「わたしはまことのぶど
うの⽊」と語られた箇所では「まことの」という形容詞として⽤いられています。そのようにして、御
⾔葉の背後に、真理である主イエスの姿が⾒え隠れしているように思われます。主イエスは救い主とし
て世に⽣まれた神の霊ですが、聖霊が来て下さることによってこそ、私たちは神の救いの真理を悟るこ
とができるのです。１３節の後半以降には、聖霊が私たちに真理をことごとく悟らせて下さることがど
のようにして実現するのかが語られています。「その⽅は、⾃分から語るのではなく、聞いたことを語り」
とあり、「その⽅はわたしに栄光を与える。わたしのものを受けて、あなたがたに告げるからである」と
あります。また、「⽗が持っているものはすべて、わたしのものである」と⾔われており、その「わたし
のもの」を聖霊があなたがたに告げるのだ、とあります。これも分りにくい話です。しかし、ヨハネに
よる福⾳書全体を読んで⾒ると、ここには、⽗なる神と独り⼦主イエスと聖霊の連携、すなわち繋がり
によって私たちに救いが与えられていることが語られているのです。ここで、聖餐式の時にも読んでい
ますが、３章１６節の「神は、その独り⼦をお与えになったほどに、世を愛された」という御⾔葉が再
び浮かび上がってきます。⽗なる神がその持っているものを全て独り⼦主イエスに与えて、主イエスを
この世にお遣わしになりました。それが、クリスマスの恵みの出来事と⾔えるかもしれません。そのよ
うにしてこの世に遣わされた主イエスの⼗字架の死と復活によって、「独り⼦を信じる者が⼀⼈も滅びな
いで、永遠の命を得る」という救いが実現したのです。聖霊なる神はその主イエスによる救いの真理を
私たちに告げて下さり、私たちにそれを悟らせて下さいます。私たちは主イエスの姿をこの⽬で直接に
は⾒ることはできない、そういう時代に⽣きています。そこには確かに、聖霊を⽰してみろと⾔われて
も、これがそうですというふうに⽰すことができない不安や恐れがあります。しかし⽗なる神のもとに
⾏かれた主イエスから遣わされた聖霊が、神による救いの真理を明らかにし、悟らせて下さるので、私
たちは⽬に⾒える証拠なしに、主イエスによる救いを信じて⽣きることができるのです。   
 
 昨⽇のことですけれども、⽴川は本当に⾵がひどいな、⾵が強いな、としみじみ思わせられました。
この⽴川教会からファミリーマートというコンビニに⾏くには、⽴川通りに出て⾏きます。⽴川通りに
出る前にも⾵がひどかったのですが、⽴川通りに出た途端に、私のすぐ⽬の前で⽇傘をさしている⼈の
⽇傘が壊れました。私も⽇傘をさしていたのですが、あまりにもよろめくので、思わず⽇傘を閉じて⽴
ち⽌まってしまいました。⽴ち⽌まっても⾵が⾮常に吹き荒んできてよろけてしまう、それほど⾵が強
い時でした。そのように、⾵は⽬には⾒えません。傘が壊れたり、よろめいたり、⽊々の枝が揺れ動い
たり、そういう形で何か⼤きな⼒が働いている、といういう形でしか、私たちには⾵を感じることがで
きません。聖霊も時には⾵にたとえられることがあります。ですから私たちは、「⽗なる神、主イエス・
キリスト、聖霊を信じている」と⾔うときに、⽗なる神様というのはなんとなくわかる、主イエスとは
福⾳書の中にはどういうことをしたかということが書かれているから、なんとなくわかる、けれども、
聖霊というのはわからない、というのが本⾳であると思います。「分るように教えてください。⽰してく



ださい。」と⾔われても、私たちは具体的に⽰すことができません。⾵の⼒を⽰すのであれば⾵速何メー
トルという⽰し⽅ができますし、⾝体が⾶ばされそうになるならば⾵の⼒が働いていることが分ります。
しかし、聖霊を⽰してくださいと私たちに問われたときに、私たちと共にいて私たちを⽀えてくださる
聖霊を具体的に⽰すことができるかというと、実は⾮常に困難です。そのような聖霊の⼒、真理の霊の
⼒を、ヨハネによる福⾳書はある意味でくどくどと書いている、と昔の私は思っていました。そのよう
な第⼀印象が残っているので、今⽇のヨハネによる福⾳書の箇所なども、こういうところは嫌だなと思
いつつ、でも、⽇本キリスト教団の聖書⽇課で定められているから、しっかり読まないとダメだなと思
いながら読み続けていました。 
 
 特に 16 節以下は、何度読んでも頭の中にくっきりと⼊ってくる御⾔葉ではありません。それで、私は
この御⾔葉の中の 23 節、その⾔葉を丁寧に覚えることにしました。「その⽇には、あなたがたはもはや、
わたしに何も尋ねない。はっきり⾔っておく。あなたがたがわたしの名によって何かを⽗に願うならば、
⽗はお与えになる。」これは私にもわかるのです。「あなたがたが、わたしの名つまり主イエスの名によ
って何かを⽗に願う。⽗なる神に祈る。そうするならば、主なる神はお与えになる。」それならば、私⾃
⾝にも意味が分るし、⼒強い宣⾔をなさっているということが伝わってくるのです。そういう御⾔葉で
はないでしょうか。主イエスはそこで、「今までは、あなたがたはわたしの名によっては何も願わなかっ
た。願いなさい。そうすれば与えられ、あなたがたは喜びで満たされる。」とお語りになりました。この
最後の御⾔葉、「願いなさい。そうすれば与えられる。」どこかで聞いた御⾔葉だなと思うかもしれませ
ん。ぜひ聖書の中でその同じような御⾔葉がどこにあるかというのを調べてみてください。そういうな
かで、「そうすれば与えられ、あなたがたは喜びで満たされる」とお語りになった主イエスの姿を、私た
ちが⾃分⾃⾝の⼼の中に描き出すとき、私たちは本当に神様に対して主イエスを通して祈ることができ
るのだ、ということを知らされるように思います。かつて、ある⽅とお祈りについて話をしていた時だ
と思いますが、「神様はいつも、祈りに応えようとお待ちになっているのに、あなたは真剣に願い求めて
祈っていますか。」という指摘をされたのです。その⾔葉を⾔われた時に、（本当のところ、私は神様に
対してどういう⼩さな願いであっても、⼤きな願いであっても、それを真剣に願い求めて祈っているだ
ろうか）ということを考えさせられました。「神様は⼀⽣懸命にあなたに⼿を差し伸べてくださっている
のに、あなたが神様の⽅に⼼を向けて必死で祈らなければ、神様の⼿はあなたのところには届かない。」
と厳しく⾔われたことを思い出しました。そのようにして、私たちが真剣に願い、祈り求める時に真理
の霊が来られる。そのことを⼼から信じて祈っていきたいと思います。 
 

今週の５⽉１４⽇（⽊）が、今年は教会暦での昇天⽇として覚えられています。本⽇の箇所の最後の
晩餐の席では、主イエスは、弟⼦たちが主イエスを喪うことで、苦しみ悲しむことをも⾒通して慰めの
⾔葉をお語りになっています。主イエス・キリストは⼗字架にお架かりになり、死んで陰府（よみ）に
下り、三⽇⽬に復活をなさって弟⼦たちのところに来られました。そして、弟⼦たちと共に⾷事をなさ
ったり、共に歩んだりされました。その主イエスは、弟⼦たちの⽬の前で⽗なる神のもとに昇天なさる、
そういう⽇がある、そのことを今年の教会暦では 5 ⽉ 14 ⽇に覚えます。主イエスは確かに⽗なる神の
みもとに昇天された、そのことを覚え、そして今もなお、⽗なる神の右に座して私たちのためにとりな
しをし、いつでも御⼿をもって聖霊を送り出してくださり、⼿を差し伸べてくださっている、そのこと
を深く覚えて過ごしていきたいと思います。 

 
お祈りをします。 
主なる神様、今⽇は、真理の霊が私たちに本当に注がれていることを覚え、私たちはそれに応えて祈り、
また願い求める、そのような信仰を強めていただけることを信じ、そこに⽴って歩むことができるよう



に、⼀⼈ひとりに⼒をお与えください。教会が 2000 年宣べ伝えてきたその御⾔葉を、私たちもまた豊か
に聞き、そして私たちを通して宣べ伝えていくことができるように、どうぞ⼀⼈ひとりに聖霊の⼒をお
与えください。この祈りを主イエス・キリストのみ名によっておささげいたします。アーメン。 
 


